
ぼくには僕のあたりまえの場所が、でもあっちにもあっ
ちのあたりまえの場所がある。
こっちとあっちとでは違うものがお互いおおくておおく
て、嬉しくなったり困ったりしちゃう。知らない場所に
いくことはとても怖いけれど、歩き出す一歩が重いけれ
ど、勇気をもって。
こっちを知ってもらってあっちを知ろう。
――知ってみようかな。

「森の子ども図書コーナー」
交流サロンぽすと内

『こっちと
　　　あっち』
（作　谷川俊太郎／
　絵　樋勝朋巳／
　　クレヨンハウス）

「図書室だより」
中央公民館内　9：00 ▶ 16：00
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東京金山会通信 №51

東京金山会 広報担当（藤山善夫）
☎080－5525－0435
　fujiyama.d.siren@ae.auone-net.jp

問
合
せ

東京金山会のページに
アクセス！

『
ド
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
惨
劇
』

（
遠
坂
八
重
／
詳
伝
社
）

〝
学
内
便
利
屋
〞
に
し
て
正
義
感

の
強
い
秀
才
、
滝
蓮
司
に
目
を
伏

せ
た
ま
ま
あ
る
依
頼
を
口
に
し
た

少
女
が
い
た
。
藤
宮
美
耶
…
学
内

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
が
存
在
す
る
ほ
ど

の
存
在
で
あ
る
彼
女
が
蓮
司
に
頼

ん
だ
事
は
家
庭
に
関
す
る
事
だ
っ

た
。
こ
れ
を
機
と
し
て
彼
は
そ
の

特
異
な
家
庭
の
真
相
と
お
ぞ
ま
し

い
事
件
に
相
ま
み
え
る
こ
と
と
な

る
…
。

『
絵
と
図
で
よ
く
わ
か
る

睡
眠
の
科
学
』

（
中
村
真
哉
／
ニュ
ー
ト
ン
プ
レ
ス
）

日
本
は
寝
不
足
の
国
と
言
わ
れ
て

お
り
、
平
均
睡
眠
時
間
は
、
先
進

国
よ
り
も
一
時
間
以
上
も
少
な
い

の
で
す
。
不
足
が
積
み
重
な
り

「
睡
眠
負
債
」
に
な
る
と
日
中
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
低
下
し
、
心

身
の
健
康
も
脅
か
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
ん
な
睡
眠
が
持
つ
役
割

と
疑
問
、
そ
し
て
大
切
さ
を
こ
の

本
で
紹
介
し
ま
す
。
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　こんにちは、協力隊の本間です。６月にかわらばん「やんばい」を発行しました。今回のテーマは、金山町の子どもの遊び場

はどのようなものがあるのか？と気になり調べました。支援センター・森の子ども図書に行った時、親御さん達から「子ども達

がめいいっぱい遊べる場所」「家の近くには同世代の友達がいないけど、ここに行けば友達に会える」「兄弟がいて1人だけにな

かなか目をかけられないけどスタッフさんが見てくれるので楽しんでいる」という声を聞きました。子ども達がやりたいことを

のびのびでき、子育てを親だけでなくスタッフさんから助けてもらえる素敵な場所だと感じました。

　また、今回各地区の公園も巡り、町内には22箇所公園がありました。（本間調べ）　ブラ

ンコ・滑り台・広場のパターンが多いこと、そして最近は子ども達があまり遊んでいないこ

とを知りました。少子化や子ども達の遊び方が変化しているのかもしれませんが、せっかく

自然がたっぷりあるのに外遊びをしない・できないのはもったいないなと感じます。

　今回のやんばいの表紙は、「魅力的な公園、子ども達がめいいっぱい遊べる場所が欲しい」

というママ達の声を聞き、あったらいいなという未来の遊び場を描いてみました。今回紹介

した場所や公園をご覧いただきぜひ遊びに行っていただけたら嬉しいです。

　最後に、私事ですが７月から産休・育休に入らせていただきます。引き続き金山町には住み、

育休明けに残りの協力隊の任期をまっとうしたいと思っています。一旦お休みに入りますが、

これからもよろしくお願いします！

＼今月は10冊！／

地域おこし協力隊  本間　真生

やさしさを忘れぬうちに（川口俊和）／慈恵大学病院の食べる「免疫力」（東京慈恵会医科大学付属病院

栄養部）／一生病気にならない免疫力のスイッチ（佐藤俊彦）／歩トレ（今村大祐）・・・他５冊

７
月

※（　　）内作者名

新
刊
本

▲やんばいの表紙

かわらばん「やんばい」

～金山町の子どもの遊び場特集～を発行しました！

東京金山会第64回総会「ふるさとを語る集い」開催
　令和５年６月18日（日）アートホテル日暮里ラングウッド（東京都荒川区）にて東京金山会第64回総会を開催しました。３年ぶり
の開催となった昨年を大きく上回る140名超の開催となりました。佐藤英司町長をはじめ、多くの町関係者、ご来賓の方々のご来訪
をいただき、盛大な開催とすることが出来ました。
　懇親会では永山茂樹さんの歌謡ショー、船橋市山形県人会演芸部の舞踊が披露されました。佐藤町長・高橋会長にも積極的に場を
盛り上げていただき、たいへん多くの笑顔と会話が溢れる時間となりました。ご来訪いただいた全ての皆様に感謝申し上げますとと
もに、来年度の開催をより良いものとするために、役員一同、取り組んでまいりますので、引き続き、ご支援のほど、よろしくお願
い申し上げます。

①会場の様子。昨年を大きく上回る140名
を超える方々の来訪をいただきました。

②佐藤英司町長からの祝辞
③今年も物産ブースを出展いただきまし
た。「よしもとカレー」などラインナッ
プも充実し、たくさんの来訪者でにぎ
わっていました。

④～⑦総会の様子① ② ③

④ ⑤ ⑥ ⑦


